
研究活動上の不正行為

研究活動に関するご相談は事務局まで、お早めに！

研究活動で配慮するべき行為公的研究費の不正使用・不正受給

私的流用は
厳しい罰則の対象

研究活動上の不正行為や、公的研究費を本来の用途以外の

用途に使用したり、虚偽記載など不正な手段で受給したこと

が認定されると、悪質性により、1年～10年の間で公的研究

費の交付制限期間が科せられ、原則、氏名、概要などが文部

科学省のWEBサイトで公表されます。また学校法人奈良学園

懲戒規程に基づき処分の対象となる可能性もあります。

懲戒処分または

訓告・厳重注意等

の措置の対象

交付制限・

資金返還等の

ペナルティ

の対象

本学または

配分機関から

告訴を受ける

場合がある
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